
　

⑵
子どもに対する性暴力などの根絶に
向けた対策の推進

Ｄ
　
　
Ｖ
　
　
防
　
　
止
　
　
基
　
　
本
　
　
計
　
　
画

⑴ 防止対策の推進

⑵

４　女性や子どもに対する性暴力、売買春
　　などの根絶に向けた対策の推進

⑴
女性に対する性暴力や売買春、ス
トーカー行為などの根絶に向けた対
策の推進

②
児童虐待・高齢者虐待対策関係機
関との連携強化

③ 支援制度等の充実

３　セクシュアル・ハラスメント等の防止
　　と被害者への支援の充実

⑶

⑵

アンケート調査結果 広島市及び国の基本計画等

・ＤＶについては、被害者にＤＶ被害を受けているという認識がないケースや、被害を受けていて
も相談に踏み出せないケースもあり、潜在的な被害者はいまだ多いと考えられる。このため、引き
続き、ＤＶについての市民の理解を深める広報・啓発を行うとともに、被害者相談窓口の周知に努
める必要がある。

・ＤＶは、外部から発見が困難な家庭内において行われるため潜在化しやすく、加害者に罪の意識
が薄いという傾向がある。また、被害者自身にも自らが受けているＤＶが重大な人権侵害であると
いう認識が低いケースも多いため、周囲が気付かないうちにエスカレートし、被害が深刻化しやす
いという特性がある。

・ＤＶ被害者本人から相談機関に相談がなければＤＶ被害防止や被害者支援につながりにくいとい
う実情を考えると、市民のＤＶに関する正しい理解の促進を図るとともに、相談窓口の周知に努
め、相談に結び付けることが重要である。

・男性被害者の場合は、女性に比べてより相談に結びつきにくい傾向があるため、男性被害者が相
談しやすい環境となるよう、男性被害者本人や社会全体の理解を促進していく必要がある。

課　　　　　　題

●第６次広島市基本計画

【文化が息づき豊かな人間性を育むまち】
　第４章　多様な市民が生き生きと暮らせるまちづくり
　　第１節　高齢者や女性を始め全ての市民の意欲と能力
　　　　　　 が発揮できる環境づくりの推進
　　　第２項　男女が共に活躍できる社会の実現
 
 ≪基本方針≫
３　女性に対するあらゆる暴力の根絶と男女の人権尊重
　　ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）やセクシュアル・ハラ
　スメントなど女性に対するあらゆる暴力の根絶と被害者への支援
　に取り組むとともに、男女の人権を尊重する市民意識の醸成や、
　性と生殖に関する健康と権利の考え方の浸透と生涯を通じた女性
　の健康の保持増進対策等の推進を図る。

●第５次男女共同参画基本計画（素案）（内閣府）

Ⅱ 安全・安心な暮らしの実現
　第５分野 女性に対するあらゆる暴力の根絶
　　 １　女性に対する暴力の予防と根絶のための基盤づくり
　　 ２　性犯罪・性暴力への対策の推進
　　 ３　子供、若年層に対する性的な暴力の根絶に向けた対策の推
進
　　 ４　配偶者等からの暴力の防止及び被害者の保護等の推進
     ５　ストーカー事案への対策の推進
　　 ６　セクシュアルハラスメント防止対策の推進
　　 ７　人身取引対策の推進
　　 ８　インターネット上の女性に対する暴力等への対応
　　 ９　売買春への対策の推進

課題への対応

　引き続き、ＤＶに関する正しい理解の促進を図るととも
に、相談窓口の周知に努め、相談に結び付けることが重要で
ある。

第３次基本計画における
継続的な取組の必要性

・女性に対するあらゆる暴力の根絶と被害者への支援は、い
ずれの指標も最終目標の達成は現状から考えると非常に厳し
い状況であり、今後も引き続き積極的に取組を進めていく必
要がある。

・第３次計画の上位計画である第６次広島市基本計画におい
ても、「女性に対するあらゆる暴力の根絶と男女の人権尊
重」が基本方針に盛り込まれている。

・国の第５次男女共同参画基本計画（素案）においても、
「女性に対するあらゆる暴力の根絶」が政策分野の一つと
なっている。
　

被害者への相談支援の充実

加害者更生に関する取組③

⑷

① 相談支援の充実

② 相談機関相互の連携強化

③
相談員等の資質向上及び研修の充
実

被害者の保護体制の充実

① 被害者の安全の確保

② 保護命令制度への対応

被害者への支援

　【過去1年以内に暴力を受けた女性被害者の割合を減らす】

　配偶者暴力相談支援センターや、暴力被害相談センター等において、相談員がＤＶをはじめ、ストーカー行為やセクシュアル・ハラスメントなど、暴
力を受けた女性からの相談を受け、必要な支援等を行った。特に、ＤＶについては、各種リーフレット等の配布や「女性に対する暴力をなくす運動」期
間中の街頭啓発活動などを通じ、ＤＶとなる行為や相談窓口の周知に取り組んだ。

　【ＤＶの相談窓口を知っている人の割合を増やす】

　ＤＶに関する情報や相談窓口について掲載したリーフレットやカードを、公共機関の窓口や医療機関等を通じて市民向けに配布した。また、交際相手
からの暴力（デートＤＶ）に対する正しい理解と予防啓発を目的とした内容のリーフレットを市内の高校・専修学校高等課程の１年生に配付し、各学校
の実情に合わせた効果的な活用を図るとともに、大学や短期大学、専修学校専門課程にも送付して学生課等での配架を依頼した。さらに、デートＤＶに
ついての内容を盛り込んだ中学生向け男女共同参画啓発用冊子を中学2年生に配付し授業等で活用してもらうなど、若年層に対する啓発にも取り組み、幅
広い年代を対象に意識啓発を図っている。加えて、「女性に対する暴力をなくす運動」期間において、エールエールＡ館外壁・本通商店街アーケードで
のパープルライトアップを行うとともに、女性団体と共同で街頭啓発活動を行った。また、同期間中、区役所においてデートＤＶパネルの展示による啓
発を行った。
　
　
　ＤＶの相談窓口を知っている人の割合は、平成30年度実績数値が女性49.7％・男性41.1％と、第2次計画変更時の数値女性53.7％・男性52.3％を下回
り、年次目標の女性70.0％・男性70.0％は達成できなかった。

　　　【ＤＶ被害を受けた人のうち、だれ（どこ）にも相談しなかった人の割合を減らす】

　ＤＶに関する情報や相談窓口について掲載したリーフレットやカードを、公共機関の窓口や医療機関等を通じて市民向けに配布した。また、交際相手
からの暴力（デートＤＶ）に対する正しい理解と予防啓発を目的とした内容のリーフレットを市内の高校・専修学校高等課程の１年生に配付し、各学校
の実情に合わせた効果的な活用を図るとともに、大学や短期大学、専修学校専門課程にも送付して学生課等での配架を依頼した。さらに、デートＤＶに
ついての内容を盛り込んだ中学生向け男女共同参画啓発用冊子を中学2年生に配付し授業等で活用してもらうなど、若年層に対する啓発にも取り組み、幅
広い年代を対象に意識啓発を図っている。加えて、「女性に対する暴力をなくす運動」期間において、エールエールＡ館外壁・本通商店街アーケードで
のパープルライトアップを行うとともに、女性団体と共同で街頭啓発活動を行った。また、同期間中、区役所においてデートＤＶパネルの展示による啓
発を行った。

現　　　　　　　　　状

１　女性に対するあらゆる暴力根絶のた
　　めの認識の徹底と対応

⑴
女性に対するあらゆる暴力について
の実態把握と対応

⑵ 啓発の推進及び教育・学習の充実

⑶
女性に対する暴力のない安心して暮
らせるまちづくりの推進

２　配偶者等からの暴力の防止と被害者
　　への支援の充実

教育・啓発の推進

② 通報や相談窓口に関する情報提供

⑴
配偶者からの暴力を許さない市民意
識の醸成

①

第３次広島市男女共同参画基本計画策定に当たっての現状と課題の整理及び施策の方向性（基本目標５）

基本施策
施策目標の指標と推進状況

具体的施策

① ＤＶ対策関係機関の連携強化

被害者の自立支援の充実

① 住宅の確保に向けた支援

② 就業に向けた支援

⑸ 関係機関との連携の強化

③ 経済的支援等の生活支援

【男女共同参画アンケート】

問20　配偶者、交際相手などに対しての暴力経験の有無
「ある」：全体8.1％（女性7.7％、男性8.9％）／「ない」：全体85.3％（女性86.8％、男性
85.2％）
（配偶者に対して）
「相手を大声で怒鳴ったり、バカにしたことがある」63.0％
「相手が医師の治療は必要ない程度の身体的暴力を１、２度ふるったことがある」9.6％
（交際相手などに対して）
「相手を大声で怒鳴ったり、バカにしたことがある」31.5％。
（報告書86～88頁／概要版26・27頁、関連する指標：No.1～3）

問21　配偶者、交際相手などからの暴力経験の有無
「ある」：全体7.9％（女性9.4％、男性5.6％）／「ない」：全体85.4％（女性85.3％、男性
87.4％）
（配偶者から）
約半数が「大声で怒鳴られたり、バカにされたことがある」と回答しており、最も高くなってい
る。
（報告書89～91頁／概要版28・29頁、関連する指標：No.1～3）

問21-2　配偶者から受けた暴力に対する相談先
・「どこ（だれ）にも相談しなかった」39.4％、「友人・知人に相談した」16.9％、「家族や親戚
に相談した」14.1％
（報告書92頁／概要版30頁、関連する指標：No.1～3）

問21-3　相談しなかった理由
・「相談するほどのことではないと思ったから」53.6％、「相談しても無駄だと思ったから」
39.3％、「自分にも悪いところがあると思ったから」28.6％
（報告書94頁、関連する指標：No.1～3）

問22　性的な行為の強要の有無
・「ある」：全体5.1％（女性8.6％、男性0.6％）／「ない」：全体86.7％（女性84.7％、男性
91.3％）
（報告書96・97頁、関連する指標：No.1～3）

問22-2　性的な行為を強要された加害者との関係
・「交際中の人」23.9％、「勤務先の関係者（上司、同僚、部下、取引先など）」21.7％、「まっ
たく知らない人」：15.2％
（報告書98頁、関連する指標：No.1～3）

問23　セクシュアル・ハラスメントの経験、見聞きしたことの有無
・「ない」全体54.1％（女性49.9％、男性61.7％）、「自分自身が言葉によるセクハラを受けたこ
とがある」11.1％、「上記の行為を受けたことがある人を知っている」10.3％
（報告書99・100頁）

問23-2　セクシュアル・ハラスメントが行われた場所
・「職場で」82.2％、「地域活動で」10.8％、「学校で」6.4％
（報告書101頁）

問24　配偶者や交際相手などからの暴力を防止するために必要なこと
・「被害者が早期に相談できるよう、身近な相談窓口を増やす」：52.5％
・「加害者への罰則を強化する」：52.3％
・「学校・大学で児童・生徒・学生に対し、暴力を防止するための教育を行う」：45.8％
（報告書102頁）

【ＤＶアンケート】
→報告書・概要版のとおり

Ⅱ 安心・安全な暮らしの実現

【説明】

No.2「ＤＶの相談窓口を知っている人の割合を増やす」については、第2次計画変更時との比較では「↓」となり、年次

目標及び最終目標の達成状況は「×」になった。

（※No.1「ＤＶ被害を受けた人のうち、だれ（どこ）にも相談しなかった人の割合を減らす」、No.3「過去1年以内に暴力を受けた女性被害者の割合を減らす」について

は、直近の実績がないため、各目標に対する評価は行わない。）

重点

基本目標５ 女性に対するあらゆる暴力の根絶と被害者への支援

計画変更時
（H26年度）

①

現　状
（H30年度）

②

年次目標
（H30年度）

③

最終目標
（R2年度）

④

計画変更時
との比較
①と②

年次目標
達成状況

（H30年度）
②と③

最終目標
達成状況

（R2年度）
②と④

 Ⅱ　安心・安全な暮らしの実現　

　基本目標5　女性に対するあらゆる暴力の根絶と被害者への支援

1
ＤＶ被害を受けた人のうち、だれ（どこ）にも
相談しなかった人の割合を減らす

％ 30.2
（H26年度）

41.7
（H29年度）

22.7
（H29年度）

15.0
（R2年度）

― ― ―

2 ＤＶの相談窓口を知っている人の割合を増やす
％

女性
男性

53.7
52.3

（H26年度）

49.7
41.1

（H30年度）

64.5
64.1

（H30年度）

70.0
70.0

（R2年度）
↓ × ×

3
過去1年以内に暴力を受けた女性被害者の割合を
減らす

％ 4.0
（H26年度）

4.4
（H29年度）

3.1
（H29年度）

2.0
（R2年度）

― ― ―

目　　　標 評　　　価

施策の目標（指標） 単位

実　　　績

重点
新

「女性に対するあらゆる暴力の根絶と被害者への

支援」を、第３次基本計画においても、引き続き

施策の柱として位置付け、具体的な施策展開を

行っていくこととする。

継続的な取組が必要である。

・ＤＶを受けた際、どこ（だれ）にも相談しなかった割合が約4割と最も多く、相談する

ほどのことではない、相談しても無駄と考えた人が多くいる状況である。

資料１


